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研究成果の概要（和文）： 

 看護実践能力は、〈人々･状況を理解する力〉、〈人々中心のケアを行う力〉、〈看護の質を改善
する力〉の 3 つの主要構造からなる。新人看護師には、「人間関係を築いていく力」、「セルフ
マネジメント力」、「自己研鑽力」、「基盤となる知識力」、「看護技術力」、「看護へのコミットメ
ント」、「看護業務遂行能力」が求められる。看護系大学には、これらの実践力の開発を通して
自己研鑽力を育み、結果として質の良い看護実践を行える人材を輩出することが求められる。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Nursing Competency consists of ‘the ability to understand people’, ‘practice 

people-centered nursing’ and ‘ensure quality nursing’. Thus, nursing competencies required 

for new nurses are: interpersonal communication, self-management, personal and 

professional development, basic clinical knowledge for self-learning, nursing assessment 

and care delivery, professional and ethical nursing practice, and implementation of nursing 

workload. Nursing colleges or universities should educate nursing students’ self-regulated 

learning ability along with fostering these competencies and send graduates into the 

general community prepared to implement quality nursing practice. 
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１．研究開始当初の背景 

科学及び医療技術の進歩、高齢社会の進展
などにより、看護は質量共にますます人々か
ら期待される機能となっている。一方、医療
技術の高度化と人権意識のたかまりなどに
より、看護基礎教育課程における実践教育に
は限界が生じ、卒業時の看護実践能力は、臨

地で期待されるレベルまでに到達していな
いのが現状である。看護系大学の新設が相次
ぎ、卒業見込み者は看護師国家試験受験資格
者全体の 20％(2007)を超え、卒業生の 78％
(2007)は看護師として病院に就職している。
しかし、新卒看護師の実践現場への適応は困
難を伴うものとなっており、看護学士に求め
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られる臨床看護実践能力の明確化と実践能
力開発モデルの作成は重要な課題である。 

 

２．研究の目的 

 どのような臨床看護実践能力をどのよう
に育成するプログラムが必要かを探究する
ために、次の目標を達成する： 

(1) 看護実践能力の概念及び構造の明確化 

(2) 新人看護師に必要な臨床実践能力の具
体化・明確化 

(3) 看護系大学における臨床看護実践能力
の育成状況の明確化 

(4) 病院における新人看護師の臨床看護実
践能力の現状と期待および重要性の明確化 

(5) 臨床看護実践能力開発のモデルの検討 

 

３．研究の方法 

(1) 看護実践能力の概念及び構造を明確化
するために、国内外の系統的な文献検討を実
施した。 

(2) 新人看護師に必要な臨床実践能力の具
体化・明確化のために：①新人看護師が必要
と認識した臨床実践能力に関する面接調査、
②2 年目の看護師が必要と認識した臨床実践
能力に関する面接調査、③新人看護師を育成
した経験のある看護師が新人看護師に求め
る臨床実践能力に関する面接調査を実施し
た。 

(3) 看護系大学における臨床看護実践能力
の育成状況を明確にするために、完成年次を
迎えた看護系大学の看護系教員を対象とし
た質問紙調査を実施した。 

(4) 病院における新人看護師の臨床看護実
践能力の現状と期待および重要性の明確化
のために、新人研修担当者を対象とした質問
紙調査を実施した。 

(5) 臨床看護実践能力開発のモデルの明確
化のために、全ての登録看護師教育を大学教
育課程とした英国に学習モデルを求め、大学
教員へのインタビュー調査を実施した。 

 
４．研究成果 
(1) 看護実践能力の概念及び構造について、
系統的な文献検討の結果、概念を整理し、構
造図を提示し、論文として公表した。構造図
は、日本看護協会出版会が編集するテキスト
に転載され、リポジトリィからの論文のダウ
ンロード件数は毎月 3 桁である。 
(2) 新人看護師に必要な臨床実践能力の具
体化・明確化について、①新人看護師(図 1)、
②臨床 2 年目の看護師、③新人看護師を育成
した経験のある看護師を対象とした面接調
査結果を抽出し、提示した。成果は学会にお
いて口頭発表したほか、論文としても発表を
行った（1 本掲載済み、1 本印刷中、1 本査読
中）。臨床看護実践能力の基本は共通するが、
特にリスクマネジメントについて、育成経験

のある看護師は、新人看護師の認識よりもよ
り具体的で明瞭な能力を求めていた。これは、
基礎教育の中に取り入れるべき内容である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．新卒看護師が必要とする臨床看護実践能力 

 
(3) 看護系大学における臨床看護実践能力
の育成に関する看護系教員への質問紙調査
から、臨地実習経験が十分とはいえない状況
の存在することが明らかになった。また、卒
業までにアセスメント力、対人関係力、看護
倫理、リスクマネジメント力、自己研鑽力を
強化したいと回答した者が多かった。 
 調査結果を学会で口演により発表し、報告
書にまとめた。 
(4) 病院における新人看護師の臨床看護実
践能力の現状、期待及び重要性に関する調査
から、新人研修担当者の認識が明らかになっ
た(回収率 57.3%，n=531)。新人看護師の能力
について 60％以上の研修担当者が、重要性が
高いとした項目は、「適切な言葉遣いができ
る」、「適切な態度･マナーで振舞える」、「先
輩看護師に相談することができる」「先輩看
護師に必要な助けを求め、得ることができ
る」であった。〈人間関係を築いていく力〉〈セ
ルフマネジメント力〉〈自己研鑽力〉〈基盤と
なる知識力〉〈看護技術力〉〈看護へのコミッ
トメント〉〈看護業務遂行能力〉のすべてに
おいて期待値平均が実際値平均より有意に
高かった。 
 これらの調査結果は報告書にまとめ看護
系大学に配布した。 
(5) 臨床看護実践能力開発のモデルの明確化
のために、米国および英国の学習モデルを調査
した。米国では、大学ヘルスシステムコンソーシ
アム（UHC: the University Health System 

Consortium)が、実践力向上による定着率の
向上をめざした取組みを行っている。これは
日本においても普及すべきプログラムであ
ると考える。また、英国では看護師資格が統
一され、看護職の基礎教育はすべて大学で行
われるようになった。理論と実践の学習時間
数は 50％ずつであり、入学当初から専門領域
を選んで入学する。このため、共通基礎科目
の学習後は選択領域での実習を行う。これに
より、その領域の技術の熟達度はある程度確
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保できている。英国におけるインタビュー調
査については報告書にまとめた。 
 日本の看護系大学における教育はジェネ
ラリスト教育である。看護職者の基盤につい
て広く学習し、実践への移行後に新人研修を
経て一人前となる。その後、自分の専門領域
を選んで大学院に進学するしくみとなって
いる。日本の専門領域の実践者の教育は、修
士課程までである。米国は実践家のための博
士課程を既に 184 課程(2011)擁している。日
本は看護系大学新設の時代から、看護実践能
力を開発していく能力の高い人材の輩出に
力点を移していくことになる。充実した実習
による実質的な実践能力の修得のための学
習プログラムの開発が課題として明らかに
なった。 
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